
論

説
日
本
軍
毒
ガ
ス
・
砲
弾
遺
棄
被
害
と
国
の
責
任

蜘栖任
責

の
国と害

被
棄遺

弾砲スガ
毒

軍本
日

1

は
　
じ
　
め
　
に

西

埜

章

　
一
口
に
戦
後
補
償
訴
訟
と
い
っ
て
も
、
そ
の
中
に
は
、
従
軍
慰
安
婦
訴
訟
、
韓
国
・
朝
鮮
人
B
C
級
戦
犯
訴
訟
、
七
三
一
部
隊
・
南

京
虐
殺
訴
訟
、
軍
票
訴
訟
等
、
そ
の
事
案
に
お
い
て
も
法
的
問
題
点
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
。
訴
訟
件
数
は
、
き
わ

め
て
多
譜
の
ぼ
っ
て
い
る
が
、
関
釜
訴
訟
蓉
判
決
が
立
法
の
不
作
為
を
理
由
に
し
て
元
従
軍
慰
安
婦
三
人
に
各
三
・
万
円
の
賠
償

を
認
容
し
た
の
を
除
け
ば
、
こ
れ
ま
で
の
裁
判
例
は
い
ず
れ
も
国
の
責
任
を
否
定
し
て
き
た
。
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こ
の
よ
う
な
動
向
の
中
で
、
最
近
、
い
く
ら
か
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
一
は
、
不
二
越
訴
訟
（
韓
国
人
女
子
勤
労
挺
身
隊
員

訴
訟
）
や
花
岡
事
件
訴
訟
（
中
国
人
強
制
連
行
・
強
制
労
働
訴
訟
）
等
に
お
い
て
、
被
害
者
と
企
業
と
の
間
で
和
解
が
成
立
し
出
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
民
間
企
業
を
被
告
に
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
国
を
被
告
に
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
国
の
責
任

に
つ
い
て
も
い
く
ら
か
影
響
す
る
と
こ
ろ
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
二
は
、
昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
年
）
の
「
台
湾
住
民
で
あ
る
戦

没
者
の
遺
族
等
に
対
す
る
弔
慰
金
等
に
関
す
る
法
律
」
に
続
い
て
、
平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
年
）
に
「
平
和
条
約
国
籍
離
脱
者
等
で

あ
る
戦
没
者
遺
族
等
に
対
す
る
弔
慰
金
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
救
済
立
法
は
、

人
道
的
精
神
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
戦
後
補
償
責
任
を
正
面
か
ら
認
め
た
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、
今
後
の
包
括
的
な
国
家
補
償

立
法
に
対
す
る
契
機
と
は
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
三
は
、
平
成
＝
二
年
七
月
一
二
日
の
東
京
地
裁
判
決
が
、
中
国
人
強
制
連
行
．

強
制
労
働
訴
訟
に
お
い
て
、
戦
前
に
中
国
か
ら
強
制
連
行
さ
れ
、
強
制
労
働
さ
せ
ら
れ
た
後
、
作
業
所
か
ら
逃
走
し
、
北
海
道
内
の
山

中
で
終
戦
を
知
ら
ず
に
＝
二
年
間
に
わ
た
っ
て
逃
亡
生
活
を
送
っ
て
い
た
劉
連
仁
氏
の
遺
族
に
対
し
て
、
保
護
作
為
義
務
違
反
を
理
由

に
国
に
二
〇
〇
〇
万
円
の
賠
償
を
命
じ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
国
が
控
訴
し
た
と
は
い
え
、
こ
れ
ま
で
国
の
責
任
を
肯
定
し
た
の

が
関
釜
訴
訟
一
審
判
決
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
大
き
な
前
進
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
こ
と
は
、
終
戦
直

後
に
強
制
連
行
先
の
日
本
か
ら
祖
国
に
帰
る
朝
鮮
人
ら
を
乗
せ
た
旧
海
軍
の
輸
送
船
「
浮
島
丸
」
が
舞
鶴
湾
で
爆
発
．
沈
没
し
、
五
〇

〇
人
以
上
が
死
亡
し
た
事
件
で
、
乗
船
が
立
証
さ
れ
た
生
存
者
一
五
人
に
つ
い
て
、
安
全
配
慮
義
務
違
反
を
理
由
に
総
額
四
五
〇
〇
万

円
を
支
払
う
よ
う
に
国
に
命
じ
た
京
都
地
裁
平
成
一
三
年
八
月
二
一
二
日
判
決
に
つ
い
て
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
日
本
軍
毒
ガ
ス
・
砲
弾
遺
棄
被
害
賠
償
請
求
訴
訟
は
、
こ
れ
ま
で
の
戦
後
補
償
訴
訟
と
共
通
す
る
面
を
有
す
る
と
同
時
に
、
異
な
る

面
も
少
な
く
な
い
。
最
も
顕
著
な
相
違
点
は
、
被
害
発
生
が
戦
後
で
あ
り
、
し
か
も
最
近
で
も
被
害
が
発
生
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
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あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
本
件
訴
訟
に
お
い
て
は
、
現
行
国
家
賠
償
法
（
国
賠
法
）
の
一
条
責
任
（
被
害
回
避
の
作
為
義
務
違
反
）
と
二

条
責
任
（
公
の
営
造
物
の
設
置
管
理
の
暇
疵
）
の
成
否
等
が
新
た
な
争
点
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
本
件

訴
訟
で
の
法
的
争
点
を
検
討
し
た
う
え
で
、
本
件
の
よ
う
な
被
害
の
補
償
理
論
は
む
し
ろ
公
法
上
の
危
険
責
任
の
範
躊
に
属
す
る
の
で

は
な
い
か
と
の
視
点
に
立
っ
て
、
若
干
の
私
見
を
付
加
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
　
事
案
の
概
要
と
法
的
問
題
点

1
　
事
案
の
概
要

　
ω
　
事
案
の
概
要
　
　
本
件
訴
訟
は
、
旧
日
本
軍
が
敗
戦
時
に
中
国
各
地
に
遺
棄
し
た
毒
ガ
ス
・
砲
弾
等
に
よ
っ
て
傷
害
を
受
け
た

被
害
者
及
び
そ
れ
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
人
々
の
遺
族
ら
が
原
告
と
な
っ
て
、
日
本
国
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
次
提
訴
と
第
二
次
提
訴
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
第
一
次
提
訴
（
以
下
、
「
本
件
訴
訟
」
と
い
う
）
を
中
心
に
し
て
考
察
す
る
こ
と

に
す
る
。

　
訴
状
に
よ
れ
ば
、
本
件
訴
訟
の
原
告
ら
は
＝
二
名
に
す
ぎ
な
い
が
、
背
後
に
は
二
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
被
害
者
が
存
在
し
て
お
り
、

い
ず
れ
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
以
前
に
お
い
て
も
国
際
法
上
そ
の
使
用
が
違
法
と
さ
れ
て
い
た
毒
ガ
ス
弾
・
缶
に
よ
っ
て
傷
害
を

受
け
、
ま
た
は
死
亡
し
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
①
一
九
七
四
年
一
〇
月
、
黒
龍
江
省
の
松
花
江
で
湊
洪
作
業
船
が
川
底
に
沈

ん
で
い
た
毒
ガ
ス
弾
を
吸
い
上
げ
た
と
こ
ろ
、
毒
ガ
ス
が
流
れ
出
し
、
船
内
に
い
た
者
が
液
体
の
刺
激
臭
と
そ
れ
に
接
触
し
た
こ
と
に

よ
り
傷
害
を
受
け
た
事
件
（
松
花
江
紅
旗
〇
九
号
毒
ガ
ス
事
件
）
、
②
一
九
入
二
年
七
月
、
黒
龍
江
省
牡
丹
江
市
で
下
水
道
工
事
作
業
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中
に
毒
ガ
ス
缶
が
発
見
さ
れ
た
が
、
作
業
員
が
毒
ガ
ス
兵
器
と
は
知
ら
ず
に
蓋
を
開
け
た
と
こ
ろ
、
中
か
ら
液
体
が
流
れ
出
し
て
身
体

に
付
着
し
、
そ
れ
に
よ
り
傷
害
を
受
け
た
事
件
（
牡
丹
江
市
光
華
街
毒
ガ
ス
事
件
）
、
③
一
九
九
五
年
八
月
、
黒
龍
江
省
周
家
鎮
東
前

村
三
家
屯
で
道
路
修
理
作
業
中
に
砲
弾
が
発
見
さ
れ
、
作
業
員
が
そ
れ
を
近
く
の
池
で
処
理
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
突
然
爆
発
し
、

死
傷
者
が
出
た
事
件
（
周
家
鎮
東
前
村
砲
弾
被
害
事
件
）
、
で
あ
る
。
死
傷
し
た
被
害
者
の
被
害
状
況
は
、
い
ず
れ
も
き
わ
め
て
悲
惨

　
　
　
　
　
　
（
3
）

な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
②
　
損
害
賠
償
請
求
権
の
法
的
根
拠
　
　
原
告
ら
は
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
年
）
一
二
月
九
日
に
訴
状
を
東
京
地
裁
に
提
出
し
た

（
第
一
次
提
訴
）
。
原
告
ら
が
本
件
に
お
け
る
違
法
行
為
と
し
て
取
り
上
げ
た
も
の
は
、
被
告
国
が
敗
戦
時
に
中
国
国
内
に
毒
ガ
ス
．

砲
弾
を
遺
棄
し
て
き
た
と
い
う
違
法
行
為
、
戦
後
被
告
国
が
遺
棄
行
為
を
知
り
な
が
ら
毒
ガ
ス
．
砲
弾
の
回
収
を
せ
ず
に
放
置
し
て
き

た
と
い
う
不
作
為
に
よ
る
違
法
行
為
、
の
二
点
で
あ
る
。
原
告
ら
は
、
被
告
国
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
法
的
根
拠
と
し
て
、
訴

状
に
お
い
て
、
①
国
際
法
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
、
②
国
際
私
法
上
の
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
、
の
二
つ
を
挙
げ

て
い
る
。
国
際
法
上
の
違
法
性
に
つ
い
て
は
、
毒
ガ
ス
弾
の
遺
棄
・
放
置
は
国
際
人
道
法
や
国
際
人
権
法
に
違
反
す
る
と
主
張
し
、
国

際
私
法
上
の
違
法
性
に
つ
い
て
は
、
毒
ガ
ス
・
砲
弾
の
遺
棄
・
放
置
行
為
は
中
国
国
内
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
法
例
＝
条
一

項
に
よ
り
本
件
不
法
行
為
の
成
立
及
び
効
力
は
不
法
行
為
地
法
（
中
華
民
国
民
法
ま
た
は
中
華
人
民
共
和
国
民
法
通
則
）
が
準
拠
法
と

な
る
が
、
遺
棄
・
放
置
行
為
は
い
ず
れ
も
こ
れ
ら
の
法
令
に
よ
る
不
法
行
為
に
該
当
す
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。

2
　
法
的
問
題
点

ω
　
国
際
法
上
の
問
題
点
と
国
内
法
上
の
問
題
点
　
　
本
件
訴
訟
に
お
い
て
は
、
法
的
根
拠
と
し
て
、
国
際
法
違
反
と
法
例
一
一
条
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一
項
に
よ
る
不
法
行
為
地
法
違
反
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
国
際
法
上
の
問
題
点
は
、
被
害
者
個
人
が
国
際
法
違
反
を
理
由
と
し
て
加
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
に
対
し
て
損
害
賠
償
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
否
定
説
が
こ
れ
ま
で
の
通
説
で
あ
る
が
、
肯
定
説

も
有
力
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
肯
定
説
に
立
て
ば
問
題
は
ほ
ぼ
解
決
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
容
易
と
は
思
わ
れ
な
い
し
、
ま

た
、
筆
者
は
こ
れ
に
つ
い
て
判
断
す
る
だ
け
の
能
力
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
の
で
、
以
下
に
お
い
て
は
、
国
内
法
上
の
問
題
点
に
限

定
し
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
②
　
国
内
法
上
の
問
題
点
　
　
国
内
法
上
の
問
題
点
の
そ
の
一
と
し
て
は
、
法
例
＝
条
一
項
の
適
用
可
能
性
が
問
題
と
な
る
。
被

告
国
は
、
「
答
弁
書
」
に
お
い
て
、
国
際
私
法
は
渉
外
的
私
法
関
係
に
適
用
す
べ
き
私
法
を
指
定
す
る
法
則
で
あ
る
が
、
本
件
で
の
毒

ガ
ス
．
砲
弾
遺
棄
行
為
は
戦
争
行
為
に
付
随
す
る
国
家
の
権
力
作
用
で
あ
り
、
き
わ
め
て
公
法
的
色
彩
が
強
い
か
ら
、
こ
れ
を
国
際
私

法
上
の
問
題
と
し
て
一
般
抵
触
法
規
で
あ
る
法
例
を
適
用
す
る
こ
と
自
体
に
疑
問
が
あ
り
、
ま
た
、
本
件
の
よ
う
な
公
権
力
の
行
使
に

伴
う
国
家
の
責
任
の
有
無
・
程
度
は
当
該
国
家
の
公
益
・
政
策
と
密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
か
ら
、
法
律
関
係
の
性
質
決
定
の
問
題

と
し
て
、
本
件
の
法
律
関
係
は
法
例
＝
条
に
い
う
「
不
法
行
為
」
概
念
に
は
包
摂
さ
れ
な
い
、
と
反
論
し
た
。
さ
ら
に
、
仮
に
法
例

＝
条
の
適
用
が
あ
る
と
し
て
も
、
不
法
行
為
の
成
立
及
び
効
力
に
は
同
条
二
項
、
三
項
に
よ
り
、
日
本
法
が
累
積
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
が
、
国
賠
法
施
行
前
の
遺
棄
行
為
に
つ
い
て
は
国
家
無
答
責
の
原
則
が
適
用
さ
れ
、
国
賠
法
施
行
後
の
放
置
行
為
に
つ
い
て
は
、

毒
ガ
ス
．
砲
弾
を
回
収
す
べ
き
個
別
具
体
的
な
作
為
義
務
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
国
賠
法
四
条
、

民
法
七
二
四
条
後
段
に
よ
り
、
不
法
行
為
の
時
か
ら
す
で
に
二
〇
年
が
経
過
し
て
い
る
か
ら
、
賠
償
請
求
権
は
消
滅
し
て
い
る
、
と
反

論
し
た
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
除
斥
期
間
ま
た
は
消
滅
時
効
も
問
題
と
な
る
。

　
国
内
法
上
の
問
題
点
の
そ
の
二
と
し
て
は
、
原
告
ら
は
平
成
一
二
年
に
入
っ
て
か
ら
日
本
の
国
賠
法
一
条
及
び
二
条
、
民
法
七
〇
九
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条
、
七
一
五
条
、
七
一
七
条
の
適
用
を
選
択
的
に
主
張
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
適
用
の
可
否
も
争
点
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
回

収
（
被
害
回
避
）
す
べ
き
作
為
義
務
の
存
否
、
遺
棄
行
為
と
放
置
行
為
の
関
係
、
公
の
営
造
物
該
当
性
等
が
問
題
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
件
訴
訟
に
お
け
る
法
的
問
題
点
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
以
下
に
お
い
て
は
、
①
放
置
行
為
と
被
害
回
避
の
作
為
義

務
、
②
遺
棄
行
為
と
放
置
行
為
の
一
体
性
、
③
国
家
無
答
責
の
原
則
、
の
三
点
に
し
ぼ
っ
て
原
告
・
被
告
双
方
の
主
張
を
検
討
し
、
最

後
に
、
本
件
を
公
法
上
の
危
険
責
任
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

二
　
放
置
行
為
と
被
害
回
避
の
作
為
義
務

1
　
原
告
側
主
張

原
告
側
は
、
毒
ガ
ス
・
砲
弾
の
放
置
行
為
に
伴
い
、
被
害
回
避
の
た
め
の
作
為
義
務
が
発
生
す
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
て

い
る
。

①
公
務
員
の
特
定
は
不
要
で
あ
り
、
作
為
義
務
を
負
う
国
家
機
関
の
特
定
も
不
要
で
あ
る
。

②
本
件
事
案
は
、
国
自
身
が
加
害
者
で
あ
り
、
「
規
制
権
限
不
行
使
」
の
事
例
で
は
な
い
。
国
に
は
被
害
を
回
避
す
べ
き
条
理
上

　
　
の
作
為
義
務
が
あ
る
。
国
の
被
害
防
止
義
務
は
、
具
体
的
に
は
、
毒
ガ
ス
弾
等
を
撤
去
し
、
あ
る
い
は
遺
棄
し
た
毒
ガ
ス
兵
器
の

　
　
種
類
・
人
体
に
与
え
る
影
響
・
毒
ガ
ス
兵
器
の
中
国
国
内
へ
の
配
備
等
に
関
す
る
事
実
を
徹
底
的
に
調
査
し
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
を

　
　
中
国
政
府
・
国
民
に
知
ら
せ
る
な
ど
の
措
置
を
講
ず
べ
き
義
務
で
あ
る
。

③
放
置
を
継
続
す
れ
ば
被
害
が
発
生
す
る
こ
と
は
、
容
易
に
予
見
可
能
で
あ
っ
た
。



④
被
告
は
毒
ガ
ス
兵
器
の
種
類
と
人
体
に
与
え
る
影
響
等
に
つ
い
て
認
識
し
て
お
り
、
あ
る
い
は
調
査
に
よ
っ
て
認
識
可
能
で
あ

　
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
中
国
政
府
等
に
知
ら
せ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
損
害
発
生
に
つ
い
て
の

　
回
避
可
能
性
が
あ
る
。

醐晒
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2
　
被
告
側
主
張

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
国
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

①
本
件
は
「
規
制
権
限
不
行
使
」
の
事
案
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

②
不
作
為
が
国
賠
法
上
違
法
と
評
価
さ
れ
る
た
め
に
は
、
作
為
義
務
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
作
為
義
務
が
認
め
ら
れ
る
た

　
め
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
当
該
公
務
員
に
当
該
行
為
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
権
限
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
不
作
為
の
違
法
が
問
題
と
な
る
類
型
に
は
三
つ
あ
り
、
本
件
は
第
三
類
型
（
公
務
員
の
作
為
権
限
が
法
令
に
よ
っ
て
具
体
的
に

　
規
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
）
に
属
す
る
か
ら
、
原
則
的
に
は
損
害
賠
償
責
任
は
な
い
。
原
告
側
が
主
張
す
る
よ
う
な
行
為
を
行
う

　
職
務
権
限
を
被
告
国
の
公
務
員
に
付
与
す
る
よ
う
な
法
令
上
の
規
定
は
、
見
当
ら
な
い
。

④
国
賠
法
一
条
は
、
国
ま
た
は
公
共
団
体
の
公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
公
務
員
が
、
個
別
の
国
民
等
に
対
し
て
負
担
す
る
職
務
上

　
の
法
的
義
務
に
違
背
し
て
当
該
国
民
等
に
損
害
を
与
え
た
と
き
に
、
国
ま
た
は
公
共
団
体
が
こ
れ
を
賠
償
す
る
責
に
任
ず
る
こ
と

　
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
（
最
判
昭
和
六
〇
・
一
一
・
二
一
民
集
三
九
巻
七
号
一
五
一
二
頁
）
。
公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
公
務

　
員
の
行
為
が
同
条
の
適
用
上
違
法
と
評
価
さ
れ
る
た
め
に
は
、
当
該
公
務
員
が
損
害
賠
償
を
求
め
て
い
る
国
民
等
に
対
し
て
個
別

　
具
体
的
な
職
務
上
の
法
的
義
務
を
負
担
し
、
か
つ
、
当
該
行
為
が
右
職
務
上
の
法
的
義
務
に
違
反
し
て
さ
れ
た
場
合
で
な
け
れ
ば
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法

　
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
同
条
に
基
づ
い
て
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
た
め
に
は
、
公
務
員
が
当
該
国
民
等
に
対
し
て
個
別
具
体
的
な

　
職
務
上
の
法
的
義
務
を
負
担
し
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
公
務
員
の
氏
名
ま
で
特
定

　
す
る
必
要
は
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
所
属
す
る
組
織
上
の
地
位
な
い
し
所
属
す
る
部
署
程
度
は
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

　
う
で
な
け
れ
ば
、
公
務
員
に
職
務
上
の
法
的
義
務
違
反
が
あ
っ
た
か
否
か
の
判
断
が
行
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

⑤
先
行
行
為
に
よ
る
作
為
義
務
を
認
め
る
と
し
て
も
、
作
為
義
務
が
成
立
す
る
た
め
に
必
要
な
予
見
可
能
性
、
回
避
可
能
性
を
原

　
告
ら
は
具
体
的
事
実
に
基
づ
い
て
主
張
し
て
い
な
い
。

3
　
検

討

　
後
述
す
る
よ
う
に
、
筆
者
は
、
本
件
は
作
為
義
務
の
存
在
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
国
の
責
任
が
肯
定
さ
れ
な
い
と
い
う
事
案
で
は
な

　

い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
、
原
告
・
被
告
双
方
の
主
張
に
沿
っ
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

　
被
告
国
の
主
張
は
、
不
作
為
が
国
賠
法
上
違
法
と
評
価
さ
れ
る
た
め
に
は
作
為
義
務
の
存
在
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
作
為
義

務
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
当
該
公
務
員
に
当
該
行
為
を
行
い
得
る
権
限
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

こ
ろ
、
そ
の
よ
う
な
行
為
を
行
う
職
務
権
限
を
公
務
員
に
付
与
す
る
よ
う
な
法
令
上
の
規
定
は
存
在
し
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
は
、
不
作
為
の
違
法
が
問
題
と
な
る
類
型
を
古
崎
説
に
従
っ
て
三
類
型
に
分
け
て
、
本
件
は
第
三
類
型
（
公
務
員
の
作
為
義
務
が

法
令
に
よ
っ
て
具
体
的
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
）
に
該
当
す
る
と
し
て
、
こ
の
類
型
に
属
す
る
場
合
は
原
則
と
し
て
損
害
賠
償
責

任
を
負
わ
な
い
と
の
基
本
的
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
古
崎
説
に
あ
っ
て
も
、
第
三
類
型
の
場
合
で
も
例
外
的
に
国
家
賠

償
責
任
が
発
生
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
本
件
が
仮
に
第
三
類
型
に
属
す
る
と
し
て
も
、
こ
の
例
外
的
場
合
に
該
当
す
る
余
地
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に
つ
い
て
は
詳
論
し
な
い
こ
と
に
す
る。

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

す
な
わ
ち、

古
崎
説
に
お
け
例
外
的
場
合
と
は、
「
国
民
の
生
命、

身
体、

財
産
に
対
す
る
差
し
迫
っ
た
重

大
な
危
険
状
態
が
発
生
し
た
と
き、

国
と
く
に
行
政
機
関
が、

超
法
規
的、

護
が
与
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
場
合」

で
あ
る
が、

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は、
「
国
が
そ
れ
に
当
た
る
の
が、

し
た
が
っ
て、

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は、

緊
急
事
態
に
対
処
す
る
た
め
適
切
な
手
段
を
講
ず
べ
く、

国
に
対
し、

全
法
律
秩
序
の
明
示

(

6
)
 

又
は
黙
示
の
命
令
（
条
理）

に
よ
る
作
為
義
務
を
生
ぜ
し
め
る
必
要
が
あ
る」

と
い
う
こ
と
で
あ
る。

第一
二
類
型
に
お
い
て
も、

例
外
的
に
条
理
に
基
つ
い
て
作
為
義
務
が
生
ず
る
こ
と
も
あ
る
と
す
れ
ば、

本
件
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な

場
合
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る。

原
告
側
が、
「
本
件
の
よ
う
に、

毒
ガ
ス
・
砲
弾
の
危
険
性
を
十
分
に
知
っ
て
い
る
被

告
国
が、

敗
戦
後
中
国
国
内
に
こ
れ
を
秘
密
裏
に
遺
棄
し
回
収
義
務
や
危
険
防
止
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た、

と
い
う
不
作
為
に
ま
で
右

の
一

般
論
を
当
て
は
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

本
件
は
被
告
国
自
身
が
違
法
な
遺
棄
行
為
を
し
た
後
の
不
作
為
責
任
を
問
う
て
い
る

事
案
な
の
で
あ
っ
て、

被
告
国
自
身
に
作
為
義
務
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る」

と
述
べ
て
い
る
の
も、

こ
の
趣
旨
で
あ
ろ
う。

予
見
可

能
性
・
回
避
可
能
性
が
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て、

被
告
国
側
は
棲
繍
主
張
し
て
い
る
が、

旧
日
本
軍
が
遺
棄
し
た
こ
と
が
原
因
と
な

っ
て
い
る
以
上、

こ
の
よ
う
な
王
張
に
は
あ
ま
り
説
得
力
は
認
め
ら
れ
な
い
。

も
っ
と
も、

後
述
す
る
よ
う
に、

筆
者
は、

本
件
に
お

け
る
国
の
責
任
を
肯
定
す
る
に
つ
い
て
は、

予
見
可
能
性
や
回
避
可
能
性
は
不
可
欠
の
要
件
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
か
ら、

こ
の
点

被
告
国
は、

ま
た、

公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
公
務
員
の
行
為
が
国
賠
法一

条
の
適
用
上
違
法
と
評
価
さ
れ
る
た
め
に
は、

当
該
公

務
員
が
損
害
賠
償
を
求
め
て
い
る
国
民
等
に
対
し
て
個
別
具
体
的
な
職
務
上
の
法
的
義
務
を
負
担
し、

か
つ、

当
該
行
為
が
右
職
務
上

の
法
的
義
務
に
違
反
し
て
な
さ
れ
た
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い、

と
も
主
張
し
て
い
る。

し
か
し、

最
判
昭
和
六
0
年―
一

月
ニ
―

国
の
本
来
の
使
命
で
あ
る。

一

次
的
に
そ
の
危
険
排
除
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
国
民
に
保
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2

被
告
側
主
張

③
 

②

仮
に、

遺
棄
行
為
と
放
置
行
為
を
分
離
し
て
遺
棄
行
為
の
み
を
評
価
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
し
て
も、

損
害
の
発
生
は
国
賠
法
施

行
後
で
あ
り、

附
則
六
項
の
「
こ
の
法
律
の
施
行
前
の
」

と
い
う
文
言
は、
「
行
為」

で
は
な
く、
「
行
為
に
基
づ
く
損
害」

に
か

か
る
と
読
む
べ
き
で
あ
る
。

損
害
発
生
時
点
を
基
準
に
国
家
無
答
責
原
則
の
適
用
を
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。

消
滅
時
効
（
除
斥
期
間）

の
起
算
点
は、

最
終
的
な
損
害
が
発
生
し
た
時
点
で
あ
る
。

り、

こ
れ
に
も
国
賠
法
一

条
が
適
用
さ
れ
る
。

①
 

原
告
側
は、

遺
棄
行
為
と
放
置
行
為
と
の
関
係
に
つ
い
て、

次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

1

原
告
側
主
張

る
。

10 

日
（
民
集
三
九
巻
七
号
一

五
―

二
頁）

に
依
拠
し
た
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は、

最
判
昭
和
六
0
年
に
対
す
る
学
説
上
の
批
判
は
別
に
し

て
も、

少
な
く
と
も
本
件
訴
訟
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
で
あ
ろ
う。

本
件
の
よ
う
な
場
合
に
ま
で
厳
密
な
意
味
で
の
「
個
別
具
体
的
な

職
務
上
の
法
的
義
務」

の
存
在
に
固
執
す
る
こ
と
は、

本
件
事
故
の
本
質
を
適
切
に
把
握
し
て
い
な
い
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ

遺
棄
行
為
と
放
置
行
為
の
一

体
性

放
置
行
為
に
国
賠
法
一

条
が
適
用
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が、

こ
れ
に
加
え
て、

遺
棄
と
放
置
は
一

体
と
な
っ
た
行
為
で
あ
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1

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
国
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

①
遺
棄
行
為
と
放
置
行
為
は
、
行
為
の
主
体
が
異
な
る
か
ら
、
国
賠
法
上
同
一
の
行
為
と
み
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
遺
棄
行

　
為
に
つ
い
て
は
国
家
無
答
責
原
則
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
の
に
対
し
、
放
置
行
為
に
つ
い
て
は
国
賠
法
一
条
の
要
件
該
当
性
が
問
題

　
と
な
る
か
ら
、
こ
れ
ら
を
一
つ
と
解
し
た
場
合
に
は
、
い
ず
れ
の
法
が
適
用
さ
れ
る
か
定
ま
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
遺
棄

　
行
為
は
作
為
で
あ
る
が
、
放
置
行
為
は
不
作
為
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
作
為
と
不
作
為
を
一
体
化
し
て
一
つ
の
行
為
と
観
念
す
る

　
こ
と
は
で
き
な
い
。

②
附
則
六
項
の
文
言
か
ら
す
れ
ば
、
本
法
施
行
前
の
行
為
に
基
づ
き
同
法
施
行
後
に
発
生
し
た
損
害
に
つ
い
て
も
、
国
家
無
答
責

　
の
法
理
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。

③
除
斥
期
間
の
起
算
点
に
つ
い
て
は
、
法
の
趣
旨
は
法
律
関
係
の
速
や
か
な
確
定
に
あ
る
か
ら
、
加
害
行
為
時
説
に
よ
る
べ
き
で

　
あ
る
。

3
　
検

討

　
遺
棄
行
為
が
な
け
れ
ば
放
置
行
為
も
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
両
者
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
問
題
は
、

両
者
を
一
体
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
、
一
体
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
原
告
側
と
し
て
は
、
放
置
行
為
だ
け
で
は
な
く
て
、
遺
棄
行
為
に
つ
い
て
も
国
の
法
的
責
任
を
追
及
す
る
た
め
に
、
両
者
の
一
体

的
行
為
と
い
う
考
え
方
を
提
起
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
両
者
を
分
離
し
て
、
遺
棄
行
為
に
つ
い
て
単
独
で
国
の
責
任
を
追
及
す
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
遺
棄
行
為
は
国
賠
法
の
施
行
前
で
あ
る
か
ら
、
国
家
無
答
責
の
原
則
に
よ
っ
て
阻
ま
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
た
の
で
あ
る
。
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そ
の
た
め
に
、
遺
棄
行
為
に
つ
い
て
も
、
「
附
則
六
項
の
『
こ
の
法
律
施
行
前
の
』
と
い
う
文
言
は
、
『
行
為
』
で
は
な
く
『
行
為
に
基

づ
く
損
害
』
に
か
か
る
と
読
む
べ
き
で
あ
り
、
行
為
が
法
律
施
行
前
で
あ
っ
て
も
、
損
害
が
法
律
施
行
後
で
あ
れ
ば
、
附
則
六
項
の
適

用
は
な
い
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
附
則
六
項
の
こ
の
解
釈
は
、
被
告
国
が
反
論

し
て
い
る
よ
う
に
、
解
釈
論
と
し
て
無
理
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
附
則
六
項
を
素
直
に
読
む
限
り
、
国
賠
法
施
行
前
の
「
行
為
」

を
中
心
に
し
た
規
定
で
あ
る
と
理
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
遺
棄
行
為
が
放
置
行
為
に
先
行
し
、
本
件
の
元
凶
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
ま
ず
遺
棄
行
為
に
対
す
る
責
任
を
追
及
し
た
い
と
考

え
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
通
説
・
判
例
に
よ
れ
ば
、
国
賠
法
の
附
則
六
項
は
旧
法
主
義
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
同
法
施
行
前
の
行
為
で
あ
る
遺
棄
行
為
に
つ
い
て
は
従
前
の
例
（
国
家
無
答
責
の
原
則
）
に
よ
る
こ
と
に
な
り
、
国
の
責
任
を
追

及
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
理
論
的
障
害
を
除
去
す
る
た
め
に
、
原
告
側
は
法
例
＝
条
の
適
用
と
、

遺
棄
．
放
置
一
体
行
為
論
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
国
家
無
答
責
原
則
の
適
用
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
次
に
項
を
改
め
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

四
　
国
家
無
答
責
の
原
則

　
原
告
側
は
、
国
際
私
法
上
の
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
に
つ
い
て
は
法
例
一
一
条
一
項
が
適
用
さ
れ
る
と
し
て
、
不
法

行
為
地
法
が
準
拠
法
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
国
は
、
法
例
の
適
用
に
反
対
し
、
仮
に
法
例
＝
条
の
適
用

が
あ
る
と
し
て
も
同
条
二
項
、
三
項
が
適
用
さ
れ
る
か
ら
、
国
賠
法
施
行
前
の
行
為
に
つ
い
て
は
国
家
無
答
責
の
原
則
に
よ
り
国
の
責



任
は
否
定
さ
れ
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。
遺
棄
・
放
置
一
体
行
為
に
つ
い
て
も
、
被
告
国
は
両
者
を
分
離
し
、
遺
棄
行
為
は
国
賠
法
施

行
前
の
行
為
で
あ
る
か
ら
国
家
無
答
責
の
原
則
が
適
用
さ
れ
る
と
反
論
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
国
家
無
答
責
の
問

題
が
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

劃晒
難酌靴轍醐碗崩聴躰

1
　
原
告
側
主
張

①
国
際
私
法
に
お
け
る
不
法
行
為
と
は
、
違
法
な
行
為
に
よ
っ
て
他
人
に
損
害
を
与
え
た
者
を
し
て
そ
の
損
害
を
賠
償
せ
し
め
る

　
制
度
で
あ
っ
て
、
社
会
共
同
生
活
に
お
い
て
生
じ
た
損
害
の
公
正
な
分
配
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
件
に
お
い
て

　
は
旧
日
本
軍
の
行
為
及
び
日
本
政
府
の
行
為
に
よ
り
外
国
た
る
中
国
国
内
に
お
い
て
、
中
国
国
民
に
対
し
て
被
害
を
与
え
た
も
の

　
で
あ
っ
て
、
一
般
の
国
家
と
国
民
と
の
関
係
に
よ
り
生
じ
た
被
害
で
は
な
い
か
ら
、
本
来
的
に
公
法
的
性
質
の
も
の
で
は
な
く
、

　
一
般
の
不
法
行
為
と
し
て
一
般
抵
触
法
の
適
用
が
認
め
ら
れ
る
。

②
本
件
の
対
象
で
あ
る
中
国
大
陸
へ
の
侵
略
行
為
は
当
時
の
国
際
法
に
照
ら
し
、
い
か
な
る
意
味
で
も
違
法
で
あ
っ
て
、
客
観
的

　
に
職
務
権
限
の
あ
る
公
権
的
行
為
と
は
い
え
な
い
。
し
か
も
、
国
家
無
答
責
の
法
理
な
る
も
の
は
、
王
権
神
授
説
に
由
来
し
た
理

　
論
で
あ
り
、
国
家
と
当
該
国
家
の
国
民
と
の
関
係
の
み
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
が
外
国
に
お
け
る
外
国
人
に
行
っ
た
違

　
法
行
為
に
つ
い
て
は
適
用
外
で
あ
る
。

③
仮
に
、
当
時
、
行
政
裁
判
法
一
六
条
に
よ
り
請
求
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
同
条
項
は
単
な
る
手
続
規
定
で
あ
り
、

　
現
在
の
法
体
系
の
下
で
は
、
法
的
に
も
請
求
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

1
3
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①
比
較
法
的
視
点
か
ら
も
、
我
が
国
の
国
家
賠
償
に
関
す
る
法
体
系
か
ら
も
、
法
律
関
係
の
性
質
決
定
の
問
題
と
し
て
、
本
件
の

　
法
律
関
係
は
法
例
一
一
条
に
い
う
「
不
法
行
為
」
概
念
に
包
摂
さ
れ
な
い
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
ず
、
こ
れ
に
最
も
密
接
に
関
係

　
し
て
い
る
我
が
国
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
法
例
一
一
条
が
適
用
さ
れ
る
余
地
は
な
い
。

②
仮
に
、
原
告
ら
の
主
張
す
る
よ
う
に
法
例
二
条
の
適
用
が
あ
る
と
し
て
も
、
不
法
行
為
の
成
立
及
び
そ
の
効
力
に
は
同
条
二

　
項
、
三
項
に
よ
り
、
日
本
法
が
累
積
適
用
さ
れ
る
か
ら
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
本
法
の
要
件
事
実
の
主
張
、
立
証
を
欠
く
こ
と

　
は
で
き
な
い
。

③
本
件
各
請
求
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
本
法
の
要
件
を
充
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
原
告
ら
が
主
張
す
る
遺
棄
行
為
は
、

　
我
が
国
の
国
賠
法
施
行
前
の
行
為
で
あ
る
。
大
日
本
帝
国
憲
法
下
に
お
い
て
は
、
軍
隊
の
行
為
は
被
告
の
戦
争
行
為
の
一
作
用
と

　
し
て
権
力
作
用
に
属
し
、
権
力
作
用
に
つ
い
て
は
民
法
の
適
用
が
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
当
該
行
為
が
権
力
作
用
で
あ
る
以

　
上
、
被
害
者
が
日
本
人
で
あ
る
か
外
国
人
で
あ
る
か
を
問
わ
な
い
。
こ
れ
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
も
民
法
に
基
づ
き

　
そ
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

④
国
家
無
答
責
の
原
則
は
、
実
体
法
で
あ
る
私
法
な
い
し
民
法
の
適
用
自
体
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
単
に
手
続
上
の
制
約

　
か
ら
責
任
を
追
及
す
る
途
が
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

3
　
検

討
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ω
遺
棄
行
為
の
権
力
的
作
用
性
　
　
被
告
国
は
、
こ
れ
ま
で
戦
後
補
償
訴
訟
の
多
く
に
お
い
て
、
国
家
無
答
責
の
原
則
を
適
用
し

て
国
の
責
任
を
否
定
し
て
き
た
。
原
告
側
と
し
て
は
、
法
例
一
一
条
の
適
用
を
主
張
す
る
に
し
て
も
国
賠
法
一
条
の
適
用
を
主
張
す
る

に
し
て
も
、
国
家
無
答
責
の
原
則
が
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
で
は
、
遺
棄
・
放
置
行
為
が
権

力
的
作
用
で
あ
る
か
否
か
、
遺
棄
行
為
が
権
力
的
作
用
で
あ
る
と
し
た
場
合
に
国
家
無
答
責
の
原
則
が
適
用
さ
れ
る
か
否
か
、
が
問
題

と
な
る
。

　
遺
棄
・
放
置
行
為
を
一
体
的
行
為
と
み
る
か
否
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
れ
が
権
力
的
作
用
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。
ま
た
、
国
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
性
質
が
私
法
上
の
金
銭
債
権
で
あ
る
か
否
か
、
国
賠
法
が
私
法
で
あ
る
か
否
か

は
、
国
家
無
答
責
の
原
則
や
国
賠
法
の
適
用
に
と
っ
て
本
質
的
な
問
題
で
は
な
い
。
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
、
権
力
的
作
用
に
つ
い
て
は
、

戦
前
に
お
い
て
は
国
家
無
答
責
の
原
則
が
優
先
的
に
適
用
さ
れ
、
国
賠
法
施
行
後
に
お
い
て
は
国
賠
法
一
条
が
優
先
的
に
適
用
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
原
告
側
主
張
は
、
私
法
上
の
請
求
権
で
あ
る
こ
と
に
拘
泥
し
た
も
の
で
あ
り
、
被
告
国
側
の
反
論
も

そ
れ
に
引
き
ず
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
遺
棄
行
為
が
権
力
的
作
用
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
遺
棄
行
為
は
国
賠
法
施
行
前
の
行
為
で
あ
る
か
ら
、
国
家
無
答
責
の
原
則
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
二
点
が
問
題
と
な
る
。
そ
の
一
は
、
現
在
の
訴
訟
に
お
い
て
、
戦
前
の
国

家
無
答
責
の
原
則
を
持
ち
出
す
こ
と
が
正
義
公
平
の
原
則
に
照
ら
し
て
許
さ
れ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
二
は
、
日
本
が

外
国
に
お
い
て
外
国
人
に
行
っ
た
違
法
行
為
に
つ
い
も
、
国
家
無
答
責
の
原
則
が
適
用
さ
れ
得
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
②
　
国
家
無
答
責
原
則
の
現
時
点
で
の
適
用
制
限
　
　
戦
前
に
お
い
て
は
、
権
力
的
作
用
に
国
家
無
答
責
の
原
則
が
適
用
さ
れ
る
と

い
う
の
が
判
例
・
通
説
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
現
在
の
訴
訟
に
お
い
て
も
国
家
無
答
責
の
原
則
が
無
制
限
に
適
用
さ
れ
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て
よ
い
、
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
国
家
無
答
責
原
則
の
適
用
が
現
在
で
は
正
義
公
平
の
原
則
に
違
反
す
る
と
思
わ
れ
る
よ
う
な

事
案
に
お
い
て
は
、
国
家
無
答
責
の
原
則
を
持
ち
出
し
て
国
の
責
任
を
否
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
本
件
に

お
け
る
毒
ガ
ス
・
砲
弾
遺
棄
被
害
の
重
大
性
等
を
考
慮
す
れ
ば
、
正
義
公
平
の
原
則
は
国
家
無
答
責
原
則
の
適
用
を
主
張
す
る
こ
と
を

許
さ
な
い
、
と
の
結
論
に
至
ら
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
奥
田
安
弘
教
授
の
次
の
所
説
の
中
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
「
当
時
は
合
理
的
と
考
え
ら
れ
て
い
た

根
拠
で
あ
っ
て
も
、
今
日
の
法
観
念
か
ら
み
て
、
あ
ま
り
に
も
不
合
理
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は
公
序
良
俗
違
反
で
あ
る
と
い
わ
ざ

る
を
え
な
い
。
た
し
か
に
国
家
賠
償
法
附
則
六
項
は
、
新
法
不
遡
及
の
原
則
を
定
め
て
い
る
が
、
新
旧
い
ず
れ
の
法
が
適
用
さ
れ
る
か

を
定
め
る
時
際
法
も
、
一
種
の
抵
触
法
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
を
全
く
機
械
的
に
適
用
し
て
よ
い
と
は
思
わ
れ
な
い
。
現
在
の
法
秩
序
か

ら
み
て
、
旧
法
の
内
容
が
公
序
良
俗
違
反
で
あ
る
場
合
に
は
、
一
定
の
範
囲
で
旧
法
の
適
用
を
排
除
す
る
こ
と
が
例
外
的
に
認
め
ら
れ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
…
…
戦
後
補
償
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
加
害
行
為
は
、
い
ず
れ
も
常
軌
を
逸
し
た
も
の
で
あ
り
、
到
底
正

当
な
公
権
力
の
行
使
と
は
い
え
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
か
よ
う
な
加
害
行
為
で
さ
え
も
、
戦
前
は
国
家
無
答
責
の
法
理
に
よ
っ
て

損
害
賠
償
請
求
権
を
発
生
さ
せ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
戦
後
の
法
秩
序
に
お
い
て
、
同
じ
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
は
、
正
常

な
法
感
覚
に
著
し
く
反
す
る
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
被
害
の
甚
大
さ
か
ら
み
て
も
首
肯
で
き
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
加
害
行

為
お
よ
び
損
害
の
発
生
が
新
法
施
行
前
の
出
来
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
旧
法
の
国
家
無
答
責
の
法
理
を
適
用
す
る
こ
と
は
、

法
的
安
定
性
、
当
事
者
の
予
見
お
よ
び
期
待
可
能
性
を
考
慮
し
て
も
な
お
、
時
際
法
上
の
公
序
良
俗
に
反
す
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
出
来
事
は
、
戦
前
に
起
き
た
と
は
い
え
、
現
在
と
の
関
連
が
極
め
て
密
接
で
あ
る
か
ら
、
時
際
法
上
の
公
序
良

俗
を
発
動
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
…
…
時
際
法
上
の
公
序
が
発
動
さ
れ
た
場
合
に
は
、
新
法
お
よ
び
旧
法
は
い
ず
れ
も
同
一
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の
法
秩
序
に
属
す
る
か
ら
、
新
法
を
そ
の
ま
ま
適
用
し
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
」

　
奥
田
説
と
私
見
は
、
現
時
点
に
お
い
て
国
家
無
答
責
原
則
の
適
用
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
点
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
が
、
次
の
二

点
に
お
い
て
相
違
し
て
い
る
。
そ
の
一
は
、
奥
田
説
が
法
例
の
時
際
法
上
の
公
序
良
俗
違
反
か
ら
導
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
私
見
は

一
般
的
法
原
則
（
条
理
法
）
か
ら
導
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
奥
田
説
は
、
時
際
法
上
の
公
序
良
俗
を
発
動
す
べ
き
こ
と
を
説

い
た
も
の
で
あ
り
、
理
論
的
に
も
精
緻
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
比
較
す
れ
ば
、
私
見
は
き
わ
め
て
単
純
で
、
理
論
的
な
検
証
に
耐

え
得
な
い
と
の
批
判
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
訴
訟
に
お
い
て
国
家
無
答
責
の
原
則
の
適
用
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、

正
義
公
平
と
い
う
一
般
的
法
原
則
か
ら
し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
に
詳
細
な
理
由
づ
け
を
必
要
と
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
前
記
の
中
国
人
強
制
連
行
・
強
制
労
働
訴
訟
（
劉
連
仁
訴
訟
）
の
東
京
地
判
平
成
＝
二
・
七
・
一
二
が
、
「
被
告

に
対
し
、
国
家
制
度
と
し
て
の
除
斥
期
間
の
制
度
を
適
用
し
て
、
そ
の
責
任
を
免
れ
さ
せ
る
こ
と
は
、
劉
連
仁
の
被
っ
た
被
害
の
重
大

さ
を
考
慮
す
る
と
、
正
義
公
平
の
理
念
に
著
し
く
反
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
し
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
重
大
な
被
害
を
被
っ

た
劉
連
仁
に
対
し
、
国
家
と
し
て
損
害
の
賠
償
に
応
ず
る
こ
と
は
、
条
理
に
も
か
な
う
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
件
損
害
賠

償
請
求
権
の
行
使
に
対
す
る
民
法
七
二
四
条
後
段
の
除
斥
期
間
の
適
用
は
こ
れ
を
制
限
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
判
示
し
て
い
る
こ

と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
除
斥
期
間
制
度
の
適
用
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
趣
旨
は
、
そ
の
ま
ま
国
家
無
答
責

原
則
の
適
用
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
正
義
公
平
の
原
則
を
多
用
し
て
は
な
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
戦

後
補
償
訴
訟
に
対
し
て
正
義
公
平
の
原
則
が
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
、
一
体
ど
の
よ
う
な
場
合
に
こ
れ
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
、

疑
問
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　
相
違
点
の
そ
の
二
は
、
奥
田
説
が
新
法
（
国
賠
法
）
の
適
用
を
認
め
る
の
に
対
し
て
、
私
見
は
国
賠
法
附
則
六
項
の
旧
法
主
義
を
認
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め
た
う
え
で
、
現
在
の
訴
訟
で
の
国
家
無
答
責
原
則
の
主
張
を
正
義
公
平
原
則
違
反
で
あ
る
と
解
し
、
民
法
ま
た
は
不
法
行
為
地
法
の

適
用
を
肯
定
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
奥
田
説
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
時
際
法
上
の
公
序
良
俗
を
発
動
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る

の
で
あ
る
か
ら
、
新
法
（
国
賠
法
）
の
適
用
を
認
め
る
こ
と
は
そ
の
当
然
の
帰
結
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
国
賠
法
附
則
六
項

を
素
直
に
読
む
限
り
、
戦
前
の
権
力
的
加
害
行
為
に
つ
い
て
国
賠
法
を
適
用
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
よ
り
多
く
の
抵
抗
に
逢
着
す
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
圖
　
国
家
無
答
責
原
則
の
場
所
的
適
用
制
限
　
　
日
本
が
外
国
に
お
い
て
外
国
人
に
対
し
て
行
っ
た
違
法
行
為
に
も
国
家
無
答
責
の

原
則
が
適
用
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
最
近
の
戦
後
補
償
訴
訟
ま
で
は
、
論
議
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
戦
前
に
お
い
て
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
戦
後
に
お
い
て
も
、
論
議
の
対
象
と
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
も
っ
ぱ
ら
「
権
力
的
作
用
に
つ
い
て
は
国
家
無
答

責
の
原
則
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
の
が
判
例
・
通
説
で
あ
っ
た
」
と
の
教
科
書
的
説
明
に
終
始
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
こ
の
問
題
点

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
肯
定
説
と
否
定
説
が
対
立
し
、
原
告
側
は
否
定
説
に
立
ち
、
被
告
国
側
は
肯
定
説
に
立
っ
て
主
張
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点
の
対
立
例
を
別
の
戦
後
補
償
訴
訟
の
準
備
書
面
で
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
強
制
連
行
・
強
制
労
働
新
潟
訴
訟
に
お
い
て
も
、

原
告
側
は
、
「
公
権
力
の
行
使
に
つ
い
て
も
、
国
家
無
答
責
の
法
理
の
趣
旨
に
よ
り
、
そ
の
適
用
範
囲
は
、
日
本
の
管
轄
に
服
す
る
者

に
対
す
る
場
合
と
、
そ
の
管
轄
に
服
さ
な
い
者
に
対
す
る
場
合
と
で
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
国
の
管
轄
に
服
す
る

者
に
対
す
る
公
権
力
の
行
使
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
国
家
無
答
責
の
法
理
が
適
用
さ
れ
る
が
、
そ
の
管
轄
に
服
さ
な
い
者
に
対
す
る
公

権
力
の
行
使
は
、
そ
も
そ
も
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
国
家
無
答
責
の
法
理
は
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
解
釈
が
な
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
国
は
、
「
当
時
の
我
が
国
の
法
体
系
に
お
い
て
は
、
軍
隊
の
行
為
は
被
告
の
戦
争
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行
為
の
一
作
用
と
し
て
権
力
作
用
に
属
し
、
権
力
作
用
に
つ
い
て
は
、
民
法
の
適
用
が
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
当
該
行
為

が
権
力
作
用
で
あ
る
以
上
、
そ
の
こ
と
は
被
害
者
が
日
本
人
で
あ
る
と
外
国
人
で
あ
る
と
を
問
わ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
る
損

害
に
つ
い
て
は
外
国
人
も
民
法
に
基
づ
き
そ
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
反
論
し
て
い
る
。

　
裁
判
例
を
み
る
と
、
七
三
一
部
隊
・
南
京
虐
殺
訴
訟
に
お
い
て
も
、
原
告
側
は
同
趣
旨
の
主
張
を
し
て
い
た
が
、
東
京
地
判
平
成
一

一
年
九
月
二
二
日
（
判
タ
一
〇
二
入
号
九
二
頁
）
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
、
こ
れ
を
否
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
本
件
当
時

の
我
が
国
の
法
体
系
に
お
い
て
は
、
軍
隊
の
行
為
は
被
告
の
戦
争
行
為
の
一
作
用
と
し
て
権
力
作
用
に
属
し
、
権
力
作
用
に
つ
い
て
は

民
法
の
適
用
が
排
除
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
が
戦
争
な
い
し
軍
事
行
為
な
い

し
こ
れ
に
付
随
す
る
行
為
で
あ
れ
ば
、
被
害
者
が
日
本
人
で
あ
ろ
う
と
外
国
人
で
あ
ろ
う
と
、
同
じ
く
国
家
無
答
責
の
対
象
と
し
て
い

た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
と
い
う
ほ
か
な
い
（
本
件
の
全
証
拠
に
よ
っ
て
も
、
本
件
当
時
に
お
け
る
我
が
国
の
法
体
系
が
そ
れ
と

異
な
る
も
の
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
）
。
」

　
本
件
訴
訟
に
お
け
る
原
告
側
の
前
記
主
張
及
び
強
制
連
行
・
強
制
労
働
新
潟
訴
訟
の
原
告
側
の
前
記
主
張
は
、
奥
田
教
授
の
所
説
か

ら
強
く
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
奥
田
教
授
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
国
家
無
答
責
の
法
理
が
い
か
な
る
根
拠
に
基
づ
い
て
い
た

の
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
、
「
支
配
者
と
被
支
配
者
の
自
同
性
」
や
「
国
家
と
法
秩
序
の
自
同
性
」
等
を
検
討
さ
れ
た

う
え
で
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。
「
こ
の
よ
う
に
国
家
無
答
責
の
法
理
は
、
決
し
て
国
家
の
利
益
の
み
を
考
慮
し
て
認
め
ら
れ

て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
国
家
イ
コ
ー
ル
国
民
で
あ
る
か
ら
、
自
己
に
対
す
る
不
法
行
為
は
あ
り
え
な
い
、
仮
に
何
ら
か

の
損
害
が
発
生
し
た
と
し
て
も
、
自
分
が
自
分
に
対
し
て
損
害
を
与
え
た
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
観
念
に
も
と
つ
い
て
い
た
。
す
な
わ

ち
、
国
家
と
国
民
の
利
益
は
完
全
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
国
家
無
答
責
の
法
理
は
、
同
時
に
国
民
の
利
益
で
も
あ
る
と
考
え
ら
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れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
利
益
の
一
致
を
擬
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
当
該
国
家
の
国
民
と
の
関
係
お
よ
び

自
発
的
に
当
該
国
家
の
管
轄
に
服
す
る
外
国
人
と
の
関
係
に
限
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
自
発
的
に
当
該
国
家
の
管
轄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
V

に
服
し
て
い
な
い
外
国
人
に
対
し
て
、
国
家
無
答
責
の
法
理
を
適
用
す
る
こ
と
は
、
こ
の
法
理
の
趣
旨
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
」

　
国
家
無
答
責
の
原
則
が
日
本
軍
の
外
国
に
お
け
る
外
国
人
に
対
す
る
加
害
行
為
を
も
対
象
と
し
て
い
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

が
問
題
と
な
る
よ
う
な
事
案
が
な
か
っ
た
た
め
、
当
時
の
判
例
で
そ
の
点
に
触
れ
た
も
の
は
見
当
ら
な
い
。
文
献
も
ま
た
、
そ
の
よ
う

な
問
題
が
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
お
ら
ず
、
言
及
し
た
も
の
は
存
在
し
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
問
題
の
解
答
を
当
時
の
判
例
・
学
説
か

ら
直
接
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
奥
田
説
や
原
告
側
主
張
は
、
国
家
無
答
責
原
則
の
理
論
的
根
拠
で
あ
る
「
支
配
者
と
被
支

配
者
の
自
同
性
」
「
国
家
と
法
秩
序
の
自
同
性
」
等
を
検
討
し
、
そ
こ
か
ら
国
家
無
答
責
原
則
の
内
在
的
制
約
を
導
き
出
し
て
、
国
家

無
答
責
の
原
則
は
日
本
軍
の
外
国
に
お
け
る
外
国
人
に
対
す
る
加
害
行
為
に
は
及
ば
な
か
っ
た
と
主
張
す
る
こ
と
に
な
る
。
我
が
国
お

け
る
国
家
無
答
責
の
原
則
が
こ
の
よ
う
な
理
論
的
根
拠
に
基
づ
い
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
の
内
在
的
制
約
と
し
て
、
国
家
無

答
責
の
原
則
の
及
ぶ
範
囲
は
当
該
国
家
の
国
民
及
び
自
発
的
に
当
該
国
家
の
管
轄
に
服
す
る
外
国
人
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
見
解
は
、

相
当
の
説
得
力
を
有
し
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
当
時
の
文
献
が
国
家
無
答
責
原
則
の
理
論
的
根
拠
に
は
ほ
と

ん
ど
言
及
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
ま
た
、
文
献
が
日
本
の
外
国
に
お
け
る
外
国
人
に
対
す
る
権
力
的
加
害
行
為
に
つ

い
て
触
れ
て
い
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
そ
の
こ
と
は
、
国
家
無
答
責
の
原
則
が
そ
れ
に
も
及
ぶ
こ
と
を
当
然
の
前
提
に
し
て
い
た
か
ら

で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
日
本
の
外
国
に
お
け
る
外
国
人
に
対
す
る
加
害
行
為
に
ま
で
我
が
国
の
国
家
無
答
責
の

原
則
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
現
在
の
時
点
で
は
誰
が
考
え
て
も
奇
妙
な
こ
と
で
あ
り
、
納
得
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
戦
前

に
お
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
不
合
理
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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本
件
訴
訟
に
お
け
る
原
告
側
の
主
張
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
訴
訟
上
の
主
張
で
あ
る
か
ら
、
多
く
の
法
的
根
拠
を
挙
げ
る
こ
と

は
や
む
を
得
な
い
。
し
か
し
、
理
論
的
に
考
え
れ
ば
、
本
件
は
「
結
果
責
任
」
あ
る
い
は
「
公
法
上
の
危
険
責
任
」
の
一
例
と
し
て
説

明
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

1
　
結
果
責
任

　
結
果
責
任
に
基
づ
く
国
家
補
償
と
い
う
類
型
を
は
じ
め
て
考
え
出
さ
れ
た
の
は
、
今
村
成
和
博
士
で
あ
る
。
今
村
説
に
よ
れ
ば
、
国

家
補
償
は
、
原
因
行
為
に
お
け
る
適
法
と
違
法
、
結
果
の
発
生
に
お
け
る
合
法
と
不
法
、
の
組
合
せ
に
よ
り
、
①
適
法
行
為
に
基
づ
く

損
失
の
補
償
、
②
違
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
の
賠
償
、
③
結
果
責
任
に
基
づ
く
国
家
補
償
、
の
三
つ
の
類
型
に
区
分
さ
れ
る
。
今
村
説

の
特
色
は
、
③
の
類
型
に
着
目
し
、
そ
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
点
に
あ
る
。
③
の
類
型
は
、
原
因
行
為
に
対
す
る
非
難
に
基
づ
か
な
い

点
で
は
①
の
類
型
と
同
様
で
あ
る
が
、
結
果
の
不
法
に
基
づ
い
て
賠
償
責
任
が
生
ず
る
点
で
は
②
の
類
型
と
同
様
の
関
係
に
あ
り
、
「
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　

法
な
結
果
の
発
生
の
み
に
着
目
し
て
、
賠
償
責
任
が
認
め
ら
れ
る
場
合
」
を
指
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
村
説
に
お
い
て
は
、
戦
争
災
害
補
償
は
結
果
責
任
の
事
例
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
そ
こ
で
戦
争
災
害
と
い
う
場

合
に
、
戦
争
損
害
の
す
べ
て
を
指
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
か
を
吟
味

す
る
必
要
が
あ
る
。
戦
後
補
償
訴
訟
の
多
く
は
、
今
村
博
士
が
逝
去
さ
れ
た
後
に
提
訴
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
し
て
や
本
件
訴
訟
は

ご
く
最
近
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
今
村
博
士
が
本
件
の
よ
う
な
戦
争
損
害
を
も
結
果
責
任
に
含
め
て
考
え
ら
れ
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
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い
。
し
か
し
、
今
村
説
の
結
果
責
任
論
を
応
用
す
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
今
村
説
に
お
い
て
は
、
結
果
責
任
の
類

型
は
さ
ら
に
、
①
適
法
行
為
に
基
づ
い
て
不
法
な
結
果
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
、
②
違
法
行
為
に
基
づ
い
て
不
法
な
結
果
を
生
じ
さ
せ
た

場
合
、
③
原
因
行
為
の
適
法
性
の
如
何
を
問
わ
な
い
場
合
、
の
三
つ
に
区
分
さ
れ
る
が
、
こ
の
③
の
場
合
は
「
危
険
責
任
」
と
呼
ば
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

て
、
こ
の
中
に
戦
争
災
害
補
償
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
危
険
責
任
と
は
、
今
村
説
に
よ
れ
ば
、
「
相
手
方
を
危
険
状
態
に
お
い
た

こ
と
、
又
は
、
自
己
の
作
り
出
し
た
危
険
状
態
に
基
い
て
相
手
方
に
損
害
を
生
ぜ
し
め
た
こ
と
を
帰
責
事
由
と
す
る
も
の
で
、
故
意
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

失
は
も
と
よ
り
、
行
為
の
違
法
性
を
も
、
責
任
要
件
と
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
類
型
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
件
の
事
案
を
考
慮

す
れ
ば
、
こ
の
危
険
責
任
の
中
で
説
明
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
2
　
公
法
上
の
危
険
責
任

　
公
法
上
の
危
険
責
任
と
は
、
損
害
が
国
・
公
共
団
体
の
形
成
し
た
特
別
の
危
険
状
態
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
危
険

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

状
態
を
形
成
し
た
国
・
公
共
団
体
が
損
害
填
補
の
責
任
を
負
う
、
と
の
責
任
類
型
で
あ
る
。
国
家
補
償
の
三
類
型
（
損
害
賠
償
、
損
失

補
償
、
結
果
責
任
）
に
お
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
危
険
責
任
は
第
三
類
型
の
中
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
筆
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

は
第
三
類
型
を
危
険
責
任
と
し
て
純
化
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
従
っ
て
、
危
険
責
任
と
い
う
場
合
に
は
、
結
果
責
任
の
中
の

危
険
責
任
を
指
す
場
合
と
第
三
類
型
と
し
て
の
危
険
責
任
（
公
法
上
の
危
険
責
任
）
を
指
す
場
合
と
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
件
が
こ
の
危
険
責
任
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
ち
ら
の
側
面
か
ら
国
の
責
任
が
肯
定
さ
れ

る
余
地
が
出
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

　
危
険
責
任
に
該
当
す
る
か
否
か
は
、
危
険
責
任
の
要
件
を
充
足
し
て
い
る
か
否
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
今
村
説
に
お
け
る
危
険
責
任
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の
要
件
は
、
「
相
手
方
を
危
険
状
態
に
お
い
た
こ
と
、
又
は
、
自
己
の
作
り
出
し
た
危
険
状
態
に
基
い
て
相
手
方
に
損
害
を
生
ぜ
し
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

た
こ
と
」
で
あ
り
、
故
意
過
失
や
行
為
の
違
法
性
は
責
任
要
件
と
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
公
法
上
の
危
険
責
任
の
要
件
は
、

侵
害
行
為
の
欠
如
と
特
別
の
危
険
状
態
の
形
成
で
あ
る
。
責
任
要
件
に
関
す
る
限
り
、
両
者
間
で
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
相
違
は
認
め
ら
れ

な
い
。
以
下
に
お
い
て
は
、
侵
害
行
為
の
欠
如
と
特
別
の
危
険
状
態
の
形
成
に
分
け
て
、
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
3
　
侵
害
行
為
の
欠
如

　
侵
害
行
為
と
は
、
意
識
的
・
意
欲
的
に
他
人
の
法
益
へ
向
け
ら
れ
た
行
為
を
い
う
。
危
険
責
任
の
場
合
に
は
、
こ
の
意
味
で
の
侵
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
為
が
欠
如
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
危
険
責
任
は
損
失
補
償
か
ら
区
別
さ
れ
る
。
損
失
補
償
は
、
意
識
的
．
意
欲
的
な
侵
害

行
為
を
前
提
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
毒
ガ
ス
兵
器
等
の
遺
棄
・
放
置
行
為
に
基
づ
く
被
害
は
、
国
に
よ
っ
て
意
識
的
・
意
欲
的
に
惹
起

さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
は
侵
害
行
為
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

4
　
特
別
の
危
険
状
態
の
形
成

　
成
立
要
件
の
そ
の
二
は
、
国
に
よ
る
特
別
の
危
険
状
態
の
形
成
で
あ
る
。
本
件
に
お
い
て
は
、
毒
ガ
ス
兵
器
等
の
遺
棄
．
放
置
に
よ

っ
て
特
別
の
危
険
状
態
が
形
成
さ
れ
、
損
害
が
そ
こ
か
ら
発
生
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
問
題
は
、
こ
の
特
別
の
危
険
状
態
の
形

成
が
適
法
で
あ
る
か
否
か
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
危
険
責
任
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
き
た
刑
事
補
償
や
予
防
接
種
事
故
補
償
を
み
れ
ば

わ
か
る
よ
う
に
、
危
険
責
任
に
該
当
す
る
の
は
、
特
別
の
危
険
状
態
の
形
成
が
適
法
な
場
合
で
あ
る
。
し
か
し
、
原
告
側
は
、
終
始
一

貫
し
て
、
毒
ガ
ス
兵
器
等
の
遺
棄
・
放
置
は
違
法
で
あ
る
と
主
張
し
て
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
特
別
の
危
険
状
態
の
形
成
を
適
法
で
あ



2
4
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る
と
考
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

　
特
別
の
危
険
状
態
の
形
成
が
適
法
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
危
険
責
任
の
通
常
の
場
合
を
想
定
し
た
要
件
設
定
で
あ
る
。

全
く
例
外
を
認
め
な
い
よ
う
な
要
件
設
定
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
一
考
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
危
険
責
任
と
い
う
類
型
は
、

ド
イ
ツ
の
文
献
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
た
も
の
を
我
が
国
に
導
入
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
の
文
献
は
、
特
別
の
危
険
状
態
形
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

の
適
法
・
違
法
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
触
れ
て
い
な
い
。
文
献
は
、
一
般
に
適
法
性
を
前
提
に
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
危
険
責

任
の
主
唱
者
で
あ
る
フ
ォ
ル
ス
ト
ホ
フ
は
、
危
険
状
態
の
形
成
が
違
法
で
あ
る
場
合
を
す
べ
て
危
険
責
任
か
ら
排
除
す
る
も
の
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

い
、
と
説
い
て
い
る
。
我
が
国
に
お
い
て
も
、
今
村
説
で
は
、
「
原
因
行
為
の
適
法
性
の
如
何
を
問
わ
な
い
場
合
」
と
さ
れ
て
い
る
。

特
別
の
危
険
状
態
の
形
成
が
適
法
で
あ
る
か
違
法
で
あ
る
か
を
問
題
に
し
な
い
で
、
そ
こ
か
ら
損
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し

て
、
国
の
損
害
填
補
責
任
を
導
く
と
い
う
「
結
果
責
任
」
の
発
想
か
ら
す
れ
ば
、
本
件
を
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
と
判
断
す
る
こ
と
は
、

そ
れ
ほ
ど
困
難
で
は
な
い
。
た
だ
、
特
別
の
危
険
状
態
の
形
成
が
明
ら
か
に
違
法
で
あ
る
場
合
を
も
危
険
責
任
に
分
類
し
て
し
ま
う
と
、

損
害
賠
償
と
の
区
別
が
不
鮮
明
と
な
る
か
ら
、
そ
こ
に
は
＝
疋
の
限
界
を
設
け
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
毒
ガ
ス
兵
器
等
の
遺
棄
・
放
置
行
為
は
、
個
別
的
に
み
れ
ば
、
原
告
側
が
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
、
違
法
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ざ

る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
全
体
的
に
み
れ
ば
、
当
時
の
異
常
な
状
況
の
下
で
は
、
遺
棄
・
放
置
行
為
は
や
む
を
得
な
い
措
置
で
あ
っ
た

考
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
も
し
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
特
別
の
危
険
状
態
形
成
の
適
法
性

と
い
う
要
件
も
一
応
は
充
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
そ
こ
ま
で
譲
歩
で
き
な
い
と
し
て
も
、
本
件
の
よ
う
な
場
合
を
公
法

上
の
危
険
責
任
に
「
準
ず
る
も
の
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
そ
れ
が
違
法
で
あ
る
に
し
て
も
、
特
別
の

危
険
状
態
が
形
成
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
損
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
、
公
法
上
の
危



険
責
任
に
該
当
す
る
の
は
特
別
の
危
険
状
態
の
形
成
が
適
法
な
場
合
で
あ
る
と
説
い
て
き
た
が
、
本
件
の
よ
う
な
事
件
に
限
定
し
て
、

従
前
の
私
見
を
修
正
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
従
っ
て
、
本
件
は
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
準
公
法
上
の
危
険
責
任
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。

蜘洒任
責

の
国と害

被棄遺弾砲スガ毒軍本
日

2
5

　
5
　
法
的
根
拠

　
危
険
責
任
の
根
拠
は
、
「
危
険
状
態
を
形
成
し
、
支
配
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
利
益
を
得
る
者
は
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
損
害
に
対
し
て

責
任
を
負
う
の
が
公
平
で
あ
る
」
と
い
う
危
険
責
任
法
理
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
い
わ
ば
合
理
的
根
拠
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
さ
ら
に

そ
の
法
的
根
拠
が
問
題
と
な
る
。
ド
イ
ツ
の
文
献
に
お
い
て
は
、
平
等
原
則
、
財
産
的
価
値
及
び
個
人
の
自
由
の
保
障
、
社
会
国
家
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

理
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
我
が
国
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
憲
法
上
の
根
拠
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
本
件
に
お

い
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
憲
法
＝
二
条
と
一
四
条
一
項
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
基
本
的
人
権
保
障
の
基
礎
に
あ
る
正
義
公
平
の

原
則
（
条
理
）
で
あ
ろ
う
。

　
今
村
博
士
は
、
危
険
責
任
の
法
的
根
拠
に
つ
い
て
、
か
つ
て
次
の
よ
う
に
説
か
れ
た
。
「
こ
の
種
の
危
険
責
任
が
、
立
法
を
ま
た
ず

し
て
裁
判
上
成
立
し
う
る
見
込
は
、
甚
だ
う
す
い
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
し
か
し
、
そ
れ
と
い
う
の
も
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、

人
権
保
障
の
根
本
を
為
す
、
個
人
主
義
的
権
利
観
が
充
分
に
確
立
し
て
い
な
い
為
め
で
あ
っ
て
、
問
題
は
む
し
ろ
、
法
解
釈
以
前
に
あ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
又
、
現
行
憲
法
の
精
神
に
隔
る
こ
と
遠
い
も
の
で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
む
し
ろ
勇
敢
に
、
立
法
を
ま
た
ず
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
認
）

て
か
か
る
危
険
責
任
を
認
む
べ
き
こ
と
を
、
強
く
主
張
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
」
こ
れ
は
、
四
〇
年
以
上
も
前
に
説
か
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
後
ま
だ
立
法
化
が
な
さ
れ
て
い
な
い
領
域
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
妥
当
す
る
見
解
で
あ
る
。
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本
件
に
お
い
て
は
、
国
が
特
別
の
危
険
状
態
を
形
成
し
、
そ
こ
か
ら
損
害
が
発
生
し
て
い
る
。
危
険
状
態
形
成
の
国
家
起
因
性
と
被

害
の
重
大
性
か
ら
す
れ
ば
、
国
の
責
任
は
正
義
公
平
の
要
請
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
正
義
公
平
の
原
則
は
、
不
文
の
法
で
は
あ
る
が
、

一
般
的
法
原
則
と
し
て
広
く
承
認
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
本
件
の
よ
う
な
場
合
に
こ
そ
、
そ
の
出
番
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
べ
き

で
あ
る
。

　
本
件
に
国
賠
法
二
条
一
項
が
適
用
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
原
告
・
被
告
間
で
争
い
が
あ
る
。
仮
に
本
件
の
よ
う
な
事
故
が
我

が
国
で
発
生
し
た
場
合
に
国
賠
法
二
条
の
責
任
を
免
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
外
国
に
お
け
る
外
国
人
が
同
種
の
被
害
に
遭
っ
た
場
合
に
も

国
が
責
任
を
負
う
、
と
い
う
の
が
少
な
く
と
も
正
義
公
平
の
要
請
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　
6
　
新
島
漂
着
砲
弾
爆
発
事
故
訴
訟
判
決
の
検
討

　
本
件
の
よ
う
な
訴
訟
は
は
じ
め
て
で
あ
る
か
ら
、
先
例
と
な
る
判
例
は
な
い
が
、
新
島
漂
着
砲
弾
爆
発
事
故
訴
訟
の
一
審
・
二
審
・

上
告
審
の
各
判
決
が
参
考
に
な
る
。
原
告
・
被
告
双
方
は
こ
れ
を
作
為
義
務
の
根
拠
に
関
連
し
て
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の

事
例
は
、
む
し
ろ
、
危
険
責
任
の
類
型
に
属
す
る
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　
一
審
の
東
京
地
判
昭
和
四
九
・
一
二
・
一
入
（
判
時
七
六
六
号
七
六
頁
）
は
、
「
本
件
事
故
発
生
の
当
時
、
前
浜
海
岸
一
帯
に
お
い

て
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
の
際
に
海
中
に
投
棄
さ
れ
た
日
本
国
陸
軍
の
装
備
に
か
か
る
前
記
砲
弾
類
の
存
在
に
よ
り
、
人
身
事
故

等
の
惨
事
の
発
生
す
る
危
険
性
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
前
記
説
示
の
と
お
り
で
あ
る
と
こ
ろ
、
…
…
こ
の
よ
う
に
大
量
か
つ
危
険
な
砲
弾

類
を
右
の
よ
う
な
場
所
に
投
棄
し
て
危
険
性
発
生
の
原
因
を
作
り
出
し
た
当
事
者
と
し
て
の
被
告
国
は
、
そ
の
後
、
海
中
に
放
置
さ
れ

て
い
る
砲
弾
類
が
海
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
打
ち
上
げ
ら
れ
た
と
し
て
も
そ
れ
に
よ
る
爆
発
事
故
が
起
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ら
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
砲
弾
類
を
早
急
に
回
収
し
て
、
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
べ
き
法
律
上
の
作
為
義
務
を
負
っ
て
い
た

も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
民
法
七
〇
九
条
に
基
づ
く
国
の
損
害
賠
償
責
任
を
肯
定
し
て
い
る
。
控
訴
審
判
決
（
東
京
高

判
昭
和
五
五
・
一
〇
・
二
一
二
判
時
九
入
六
号
五
四
頁
）
は
、
民
法
七
〇
九
条
で
は
な
く
て
七
一
五
条
に
基
づ
い
て
国
の
責
任
を
肯
定
し

た
が
、
理
論
的
に
は
ほ
ぼ
同
趣
旨
で
あ
る
。
国
が
上
告
し
な
か
っ
た
た
め
、
上
告
審
判
決
（
最
判
昭
和
五
九
・
三
・
二
三
民
集
三
八
巻

五
号
四
七
五
頁
）
は
、
東
京
都
の
責
任
に
つ
い
て
の
み
判
示
し
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
同
趣
旨
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
は
、
実
質
的
に
は
、
危
険
責
任
な
い
し
結
果
責
任
の
考
え
方
に
強
く
影
響
さ
れ
て
い
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
砲
弾
類
の
海
中

へ
の
投
棄
に
よ
り
、
国
は
そ
の
近
く
の
海
岸
に
特
別
の
危
険
状
態
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
国
は
そ
こ
か
ら
生
じ
た
損
害
に
対
し

て
填
補
責
任
を
負
う
の
は
当
然
で
あ
る
。
国
が
回
収
等
の
作
為
義
務
を
負
っ
て
い
る
か
否
か
は
、
危
険
責
任
の
成
立
に
直
接
の
関
係
は

な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
特
別
の
危
険
状
態
形
成
の
適
法
・
違
法
が
若
干
問
題
と
は
な
る
が
、
砲
弾
類
の
海
中
投
棄
が
連
合
国
軍
の

指
令
に
基
づ
く
武
装
解
除
の
一
環
と
し
て
な
さ
れ
た
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
特
別
の
危
険
状
態
の
形
成
は
一
応
適
法
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
た
だ
、
投
棄
場
所
が
前
浜
海
岸
沖
と
指
示
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
徹
底
せ
ず
、
監
督
も
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
に
、

そ
の
大
部
分
は
前
浜
海
岸
か
ら
数
十
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
に
す
ぎ
な
い
海
中
に
、
し
か
も
信
管
を
除
去
す
る
こ
と
な
く
投
棄
さ
れ
た
と
い

う
の
で
あ
る
か
ら
、
特
別
の
危
険
状
態
の
形
成
は
違
法
で
あ
る
と
い
う
見
方
も
成
り
立
ち
得
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て

も
、
前
述
の
よ
う
に
、
特
別
の
危
険
状
態
形
成
の
適
法
・
違
法
の
判
断
は
、
危
険
責
任
の
成
立
に
と
っ
て
は
必
ず
し
も
必
要
な
も
の
で

は
な
い
。

　
損
害
填
補
責
任
の
性
質
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
場
合
の
国
の
責
任
を
危
険
責
任
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
の
方
が
理
解
し
や
す
い
も
の
で

あ
る
。
一
審
判
決
は
民
法
七
〇
九
条
に
基
づ
い
て
、
控
訴
審
判
決
は
民
法
七
一
五
条
に
基
づ
い
て
国
の
責
任
を
肯
定
し
て
い
る
が
、
こ
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れ
は
他
に
実
定
法
上
の
根
拠
を
見
出
せ
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
定
法
上
の
明
確
な
根
拠
が
な
い
と
い
う
点
で

は
、
民
法
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
も
国
賠
法
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
も
、
あ
る
い
は
ま
た
直
接
憲
法
＝
二
条
等
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て

も
、
大
同
小
異
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
7
　
ま
と
め

　
新
島
漂
着
砲
弾
爆
発
事
故
訴
訟
に
お
け
る
右
判
例
を
参
考
に
す
れ
ば
、
本
件
毒
ガ
ス
兵
器
の
遺
棄
は
特
別
の
危
険
状
態
の
形
成
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
後
の
作
為
義
務
、
予
見
可
能
性
、
回
避
可
能
性
の
有
無
、
過
失
の
有
無
等
を
問
題
に
す
る
ま
で
も
な
く
、
国
の
責
任
が

肯
定
さ
れ
る
べ
き
こ
と
と
な
る
。
特
別
の
危
険
状
態
を
形
成
し
た
者
が
責
任
を
負
う
べ
き
こ
と
は
、
ま
さ
に
条
理
法
の
内
容
と
し
て
是

認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
あ
え
て
そ
の
法
的
根
拠
を
求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
憲
法
＝
二
条
と
一
四
条
一
項
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

　
し
か
し
、
そ
の
控
訴
審
判
決
（
広
島
高
判
平
成
＝
二
・
三
・
二
九
）
は
、
「
憲
法
上
、
元
慰
安
婦
ら
へ
の
謝
罪
・
補
償
に
つ
い
て
、
立
法

義
務
が
明
白
に
存
在
す
る
と
は
言
え
な
い
」
と
し
て
、
一
審
判
決
を
取
り
消
し
、
請
求
を
棄
却
し
て
い
る
。

　
因
み
に
、
本
件
訴
訟
と
は
別
個
に
、
日
本
国
政
府
は
、
現
在
、
「
化
学
兵
器
の
開
発
、
生
産
、
貯
蔵
及
び
使
用
の
禁
止
並
び
に
廃
棄
に
関

す
る
条
約
」
（
一
九
九
二
年
。
日
本
は
一
九
九
五
年
に
批
准
）
に
基
づ
き
、
旧
日
本
軍
が
中
国
に
遺
棄
し
た
化
学
兵
器
の
廃
棄
処
理
を
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
山
田
勝
彦
「
日
本
軍
毒
ガ
ス
・
砲
弾
遺
棄
被
害
賠
償
請
求
事
件
」
法
と
民
主
主
義
三
二
八
号
四
六
頁
（
一
九
九
八
年
）
、
高
暁
燕
（
山
辺

悠
喜
子
・
宮
崎
教
四
郎
訳
）
『
日
本
軍
の
遣
棄
毒
ガ
ス
兵
器
　
　
中
国
人
被
害
者
は
訴
え
る
』
一
五
頁
以
下
（
一
九
九
六
年
）
参
照
。
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（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
1
1
）

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
1
7
）

　
こ
の
対
立
点
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
藤
田
久
一
1
1
鈴
木
五
十
三
1
1
永
野
貫
太
郎
編
『
戦
争
と
個
人
の
権
利
』
八
頁
以
下
（
一
九
九

九
年
）
参
照
。

　
古
崎
慶
長
「
公
務
員
の
不
作
為
と
国
家
賠
償
責
任
」
古
崎
『
国
家
賠
償
法
の
理
論
』
七
八
頁
以
下
（
一
九
八
〇
年
。
初
出
一
九
七
八
年
）
。

　
古
崎
・
前
掲
注
（
5
）
一
〇
二
頁
。

奥
田
安
弘
「
国
際
私
法
か
ら
み
た
戦
後
補
償
」
奥
田
ほ
か
『
共
同
研
究
中
国
戦
後
補
償
－
歴
史
・
法
・
裁
判
』
一
五
五
ー
一
五
八
頁
（
二

〇
〇
〇
年
）
。

　
奥
田
・
前
掲
注
（
7
）
一
五
二
頁
。

　
今
村
成
和
『
国
家
補
償
法
』
二
⊥
二
頁
（
一
九
五
七
年
）
、
今
村
成
和
1
1
畠
山
武
道
補
訂
『
行
政
法
入
門
〔
第
六
版
補
訂
版
〕
』
二
〇
一
頁

以
下
（
二
〇
〇
〇
年
）
。

　
今
村
・
前
掲
注
（
9
）
＝
二
一
頁
、
今
村
1
1
畠
山
補
訂
・
前
掲
注
（
9
）
二
〇
五
～
二
〇
六
頁
。

　
今
村
・
前
掲
注
（
9
）
三
頁
、
一
二
八
頁
以
下
。

　
今
村
・
前
掲
注
（
9
）
＝
二
〇
～
一
三
一
頁
。
な
お
、
秋
山
義
昭
『
国
家
補
償
法
』
二
二
九
頁
（
一
九
八
五
年
）
参
照
。

　
西
埜
「
国
家
補
償
の
概
念
と
機
能
」
法
政
理
論
三
二
巻
二
号
一
四
頁
（
一
九
九
九
年
）
。

　
西
埜
・
前
掲
注
（
1
3
）
一
四
頁
以
下
参
照
。

　
今
村
・
前
掲
注
（
9
）
＝
ご
○
頁
。

　
西
埜
『
公
法
上
の
危
険
責
任
論
』
一
三
四
頁
以
下
（
一
九
七
五
年
）
参
照
。

　
西
埜
・
前
掲
注
（
1
6
）
一
二
一
頁
以
下
参
照
。
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（
1
8
）
　
西
埜
「
西
ド
イ
ツ
国
家
責
任
法
体
系
に
お
け
る
公
法
上
の
危
険
責
任
に
つ
い
て
」
公
法
研
究
四
二
号
一
七
四
頁
以
下
（
一
九
八
〇
年
）
参

　
　
照
。

（
1
9
）
　
司
o
房
昏
o
舜
［
。
冨
9
臼
9
ω
＜
o
暑
巴
樽
巨
暢
冨
9
貫
b
」
巳
」
9
＞
E
ド
噂
　
㊤
鐸
ψ
ω
＄

（
2
0
）
　
今
村
・
前
掲
注
（
9
）
三
頁
。

（
2
1
）
　
西
埜
・
前
掲
注
（
1
8
）
一
七
六
頁
。

（
2
2
）
　
今
村
・
前
掲
注
（
9
）
＝
二
四
頁
。

　
　
（
訴
状
、
準
備
書
面
等
の
入
手
に
つ
い
て
は
、
尾
山
宏
弁
護
士
、
南
典
男
弁
護
士
、
山
田
勝
彦
弁
護
士
ら
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
厚
く
お
礼
を

　
　
申
し
上
げ
る
。
）


